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下（1945 年～1967 年）とスハルト政権下(1967 年～1998 年)におけるエネルギー環境政策
についての統計データの分析と検討であり、第 2 章は、ハビビ・メガワティ・ユドヨノ政権
下（1999 年～2014 年）におけるエネルギー環境政策についての統計データの分析と検討で
ある。第 3 章は、ジョコ政権下（2014 年～2018 年現在）におけるエネルギー環境政策につ





























勢の分析と検討の作業が推し進められる。まず第 1 章では、スカルノ政権（1945 年～1967
年）とスハルト政権（1968 年～1998 年）の下での、同国の政治体制、経済発展、エネルギ
ー需給、環境問題が、それぞれ分析される。第 2 章では、ハビビ、ワヒド、メガワティの各



































































































以上                
 
 
 
